
資料３ 

先進地視察の候補について 
 

１ 実施目的 

 ・ 重点課題を解決するため効果的と考えられる取組について，調査審議をする上での参考として，

先進地事例の調査研究を行う。 

 

２ 実施時期 

 ・ 平成１９年１１月頃 

 

３ 候補 

 ・ 生活環境分科会の所掌内容である「環境にやさしい社会の形成」のうち，喫緊の課題である「地

球温暖化対策」や「３Ｒの推進」について先進的な取組をしている都市を視察の候補とする。 

自治体名 視察事項（事業） 概要 

横須賀市 
…日帰り 

(中核市・42万人) 

・３Ｒ推進事業 ・ 平成１４～１７年度には生ごみのバイオガス化実験

を行い，地域内循環に向けて積極的に政策研究を進め

ている。 

・ 地域内に最終処分場がないため，積極的なごみ減量

や３Ｒの推進に努めている。 

仙台市 
…日帰りまたは1泊2日 

(政令指定都市･100万人) 

・３Ｒ推進事業 ・ １００万人のごみ減量大作戦を打ち出しており，そ

の他プラの分別，生ごみ堆肥化などにも積極的に取り

組んでいる。 

・ また，親しみやすいキャラクターを用いた３Ｒ普及

啓発を進めており，幅広い世代への浸透に成功してい

る。 

京都市 

…１泊２日 

(政令指定都市･147万人) 

・地球温暖化対策 ・ 京都議定書発祥の地であり，全国に先駆けて温暖化

防止条例を制定した。 

・ 廃食用油の資源化事業など，３Ｒの取組にも力を入

れている。 

 
＜その他の候補地＞ 
 ○ 板橋区（日帰り，特別区，52万人）…地球温暖化対策・３Ｒ 

・ 平成５年に環境都市宣言を行い，人と環境が共生する都市「エコポリス板橋」実現のため，「環

境基本計画」や「アジェンダ２１いたばし」などに基づく地球温暖化対策や３Ｒを進めている。 
・ 建物の窓の外にツル性の植物を這わせ，天然のエアコン効果を得る「緑のカーテン」事業の先

進都市であり，区立学校の緑のカーテン事業を通じて緑のカーテンを推進する全国的な市民団体

が組織化されるなど，地球温暖化対策におけるまちぐるみの取組が進んでいる。 
・ 地元企業・団体と官民協働のプロジェクトチームを結成し，処理困難とされる輸入ワイン瓶の

リサイクル事業に成功。成果物はガラスの舗装材として使用され，美しい景観を創出している。

第５回自治体環境グランプリや３Ｒ功労者表彰・国土交通大臣賞など受賞多数。 
 
 ○ 富山市（1泊2日，中核市，42万人）…３Ｒの推進 

・ 富山市バイオマスタウン構想に基づき，リサイクル施設を集積した「エコタウン産業団地」を

創設。廃棄物の適正処理や地域内循環の推進，産官連携によるリサイクル技術の向上などに努め

ている。 

・ また，コンパクトシティの形成を目指し，ＬＲＴを中心とした公共交通ネットワークの整備や，

中心市街地への住み替え支援事業を進め，「職住接近」や「歩いて暮らせるまち」の実現により 

ＣＯ2の削減に寄与している。【都市基盤分科会で訪問予定】 


